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1　 は じめに ll　 対象地の 概要及び調査方法

　子 ど もの 元気 な声があちこ ちで 聞かれ るよ うな

環境作 りは，地域活性化におい て 重要なこ とで ある

考えた 。 そ こで ， 子 ども達の 生活空間の
一一一一

部である

通学路に注 目 し，本研究に取 り組んだ。

　本研究では，児童 と共に農村の通学路を歩き， 子

どもの 行動 を通 して通学路周辺 の 土地利用や通学

路の あ り方を検討 して い る。 こ れ まで ， 通学路周辺

の 土地利用 と子どもの 行動 1）
， 通学路の 形態 と児童

の 行動
2）

な どを検討してきた。

　本文では ， 中間農業地域 と山間農業地域の 2 つ の

事例を対象に，  集落形態と通学路 としての 道路の

実態 ，   通学路設定の 方法や児童の 行動の把握， 

通学路 として の 農道利用の 有効性 を検討 した 。

1　 ・ 地の

伊那市 西 箕輸学区　 高遠町 高還北学区

位置 中央ア ル プス 山麓 伊那山地

地 形 扇状地 谷

面 積 　　 24．12km2

東西6km 南北8km

　　 97．21km定

東西9km 南北 15km

旧村 西 箕輸 藤沢・長藤・三 義

総世帯数 19フ9 938

農粱集落 9 26

児童／学級数 320名／14学級 106名／6学級

（平成10年4月現 在 ） （平成 lt年4月現在）

1　 対象地 と通学路線の 概要

　長野 県の 伊那市立西箕輪小 学校と高遠町 立高遠

北小学校の
， 通学路とその周辺 を対象とした 。

（1）西箕輪学区

　伊那市西北部に位置し， 旧村である西箕輪地域が

学区となる中間農業地域 山地 と河岸段丘 の 間に位

置する緩傾斜 の 扇状地で伊那西部農業開発事業
注 1）

が実施され た畑地帯である。学区内には 中央高速道

の イン タ
ー

があ り，
工 業団地やゴル フ場なども存在

する。 農家率が 26％ と農家と非農家の 混住化が進み ，

学区の 人 口 ・世帯数ともに年 々 わずかに増加 して い

る 。

　対象 とした西箕輪小学校は各学年 2〜 3 学級の 中

規模校で ，地域の 中心 に位置して い る。学区には大

きく分けて 9 路線の通学路線がある。通学地区は

11 地区で ， 9 つ の 農業集落 （
’95 年セ ン サ ス）か ら

なる。 学校か ら 2．8km 以上離れた地区では低学年

児童が通年， 他 の 学年は冬期間にバ ス通学を してい

る。今回は通学路 6 路線，羽広・上戸 ・与地 ・吹上・

大泉新田・大萱の 6 地区 （図 1 一  ）を対象と した。

こ の うち大萱地区・上戸・与地地区 の 3路線は農道を

利用 して い る。

　（2） 高遠北学区

　 高遠町北部に位置し， 学区は 旧村の藤沢 ・長藤 ・

三義の 3地域で構成 され る。 藤沢川沿い に藤沢 ・長
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藤地域，山室川沿 い に 三義地域が位置す る山間農業

地域で ある。川沿い に谷地田が存在する水田地帯で，

平成 5年か ら中山間地域農村活性化総合整備事業が

導入され，水田 の 区画整理や農道整備が行われて い

る。農家率が 65％の 中，人 口 流出が進み，高齢化率

（65歳以上人 口）も 42％ と高 く，農家の 高齢化 と後継

者不足が問題 となっ て い る。河川にそっ て 小規模の

集落が位置 して い る。

　対象とした高遠北小学校は各学年 1学級の 小規模

校である。 通学地 区は 24 地区で ， これ らは 26の農

業集落か らなる 。 学区が広 範囲 なた め
， 学校か ら

3km 以上離れた地区はバ ス 通学を して い る。今回は，

児童の 徒歩通学区間である藤沢川沿い の 3 路線 ， 荒

町・台殿 北原・板山・野笹・中村の 6 地 区 （図 1 一
  ）

を対象とした 。
こ の うち国道を主 な路線とする中村

地区 を除き，他の 地 区すべ てが農道を利用する 。

2　調査の 方法

（正）　 通学路の 種類，形態の 把握

　 対象とした学区の 通学路線の管理主体，集落 との

位置関係，幅員や道路付帯施設な どを把握 し，道路

の 特性を検討 した。

（2）　 通学路周辺の ±地利用調査

　通学路周辺 の 土地利用 を調べ ，地域の特 性を検討

した。

（3 ）児童 の行動調査

　各学区におい て，下校時の 児童 と同行 して行動を

観察し，通学路で の 行動の 広が りを見る とともに，

遊び行動を，自然遊び ・冒険遊び
・ゲーム 遊び等に分

類し種数を出した。 調査は春期 ・ 秋期 ・冬期 ・積雪

時の 4 期を通 して 行 っ た 。

皿　通学路の 選定 と道路特性

1　 通学路の 選定

　今回対象 とし た 2 学区 の 通学路は ， 学校と PTA

が児童の 安全 を考慮 して 基幹 となる道を選定 して

お り ， そ こ か ら家まで の道は児童の家庭が学校に 申

請 し確認 されて い る。 指定 され た通学路は ， 通学中

に事故があっ た際 ， 市町村教育委員会が加入する災

害共済給付の 対象となる 。

図 1 学区の 通学路と通学地 区

凡例 ★　：徒歩逼学地区，☆　；バ ス 通学地 区

　　  ：対象通学地区

　 　　 　　　 　 国県道

　 　
呻 嘯゚殫閥

幹線市 町 村道

　 　
…………”一

般帯 町 村道
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2　各地域の 通学路

　各学区 の 通学路線の特性を整理 した
ik
　
2）

。

〈1）　 西箕輪学区

　学校を中心に通学路が放射状に位置する。各集落

は構成世帯数が 100〜 1000 と多く， 集落間を結ぶ

県道や幹線市道が整備されて い る。学区の 通学路 9

路線の うち 8路線が主に県道及び幹線市道を利用 し、

対 象 と した通学路沿 い の 土地利用 も宅地やそ の 他

の 施設の割合が高 くなっ て い る （表 2）。

一般市道

である農道を利用する路線は 3路線である。

　県道は昭和 20 年代か ら整備 され ， 幅員 （以下，

幅員は全幅を示す）が 4、5〜8m と区間によっ て 異

なり，部分的に歩道が整備され て い る。幹線市道は

昭和 50 年代に新 しく整備 され ， 幅員 10m 前後，ほ

とん どの 区間で歩道が整備 され て い る。

一般市道は

畑地の 支線農道として 整備 された もの で ， 幅員 4m

前後，農耕 車の利用が主で ， 歩道は整備されて い な

い D

（2＞　高遠北学区

　藤沢・長藤地域は ， 藤沢川にそ っ て 国道 124 号線

がある 。 徒歩通学地区の通学路はこ の 国道に沿 っ て

位置する
一般町道が主に利用 されて い る 。 各集落の

世帯数は 20 前後 と小規模で ，農地の 中に集落が点

在して い る 。 通学路沿い の ±地利用は水田
・畑地が

主とな っ て い る （表 2） 。 こ の 地区 の 通 学路線は ，

3 路線の うち 2路線が
一
般町道で ある農道を主に利

用 して い る。その 他の 1地区は ， 国道を利用して い

る。

　 こ の 地域の 国道は ， 幅員 8m 前後で ，部分的な改

修は進め られ て い るもの の ，集落中心 を通過する区

問では 6〜 7m と狭ま り
， 歩道もなくなる 。 対象通

学路の 一般町道は ， 未舗装で あっ た農道が舗装整備

された ため に 認定され ， 幅員 3〜5m で ， 歩道は整

備 されて い ない。

表2 学区 別通学路線の特性

西箕輸学区 高藤北学区（藤沢・長藤）

管理区分 県道，幹線市道
一

般市 国遭尸 般町 道

土 地 利用

水 田

畑地

宅地

1．4％

20．321

．7

水 田

畑 地

宅地

29，2％

5．213

．0

集落形態 集村（集居、密居） 路村（集居、散在）

3　通学路として の 道路 の 種類

　 2 学区合わせ 12 路線の通学路を，道路の管理主

体，機能，幅員，付属施設か ら整理す ると，以下の

3 種類に分けられ る。

  国・県道を主 とし
， 連なる集落を結ぶ幹線道路 。

幅員 6〜8m ，部分的に歩道が整備 され て い る 。

  比較的新 しい 幹線市道で ，離れ て 位置する集落

を連絡する幹線道路。幅員 10m 前後 ， 大部分の 区

閥で歩道が整備されて い る 。

 
一

般市町村道で ， 主に農道 として機能する 。 幅

員 3〜5m ， 歩道は整備され て い ない
。

　全体の傾向として ， 各集落の 世帯数が多く， 地形

や集落形態の関係 か ら集落毎に幹線道路が整備さ

れた西箕輪学区で は，通学路に幅員の 広い 県道や幹

線市道など地域の 幹線道路が 利用 され て い る 。 それ

に対 し，集落の世帯数が少なく， 地域の 幹線道路が

国道 1路線に限られ る高遠北学区で は，各集落を断

片的に っ な ぐ幅員 の 狭 い
一

般市町村道で あ る農道

（以下農道 とする〉が通学路として利用 され て い る。

IV　道路の 種類別 に見る児童の 行動

　皿 章で分類 した通学路毎に ， 児童の行動は表 3 の

よ うにま とめ られ る 。

1　 国県道や幹線市町村道にお ける児童の 行動

　国県道 （表 3一  ）は ， 宅地に面する区間が長く，

建設物によ っ て遊び空間が制限されて い た 。 その た

め遊びは路上に限 られ て い た 。

　また， 幹線市道 （表 3一  ）は住居の ない 区間が

長く続き ， 児童か ら不安の 声があ っ た 。 歩道が縁石

やガー ドレール などで整備されて い る区間では，児

童の行動は単調であ っ た 。

　両路線とも，通過交通に よる安全の 問題や ， 広い

幅員や付属施設に よる行動の 道路片側 へ の偏 り， 建

設物や工 場・ゴル フ 場の フ ェ ン ス などの 構造物によ

る遊び空間の 制限 等で ， 行動の種類数が比較的少な

くなっ て い る。

2　農道における児童の行動

　農道 （表 3一  〉で は，通過交通が少なく幅員が

狭い た め ， 路上全体が行動範囲となっ て い た。 また

自然遊びや冒険遊びな どが頻繁に行われ，行動が活

発 であ っ た。
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3 道　の 男1に　る児童の
’一

道 1　　　
’

市道 3 一般　町 ・竜（
路 地区 西 ：羽 広・

上 戸 ・与地、高 ：中村 西 ：吹 上 ・夫 泉新 田 西 ：大 萱，高 ：荒町・北原 ・台 殿・野笹・板山
の 宅地率平均 23．6％ 12 ．o ％ 15 ．8％
特 幅員 6〜8m 7陶11m 3 〜 5m
性 道 　付 一

　縁石 縁石，ガードレール
・パ イプ な し

範囲 ・
道路片側，路上 中心 ・道路片側，路上 内外 ・道路両側，路上内外

制限 ・通過交通に よる中断 ・フ ェ ン ス ，ガードレール ・制限なし
児 画旬．＿ 一一一．．途 麺虫心，望幽 、、

・
単鑑 無住昼区齣 丕変 ・

墨耋櫨造惣や 自然翻 象，多種L＿＿一．
童 自然遊び 路肩草遊び，虫採り

　　　　　　　　　　　　　呷
路 肩草遊び，虫採 り，山菜 採 り 草遊び，虫裸り，穫遊び，魚探し，氷遊 び

の 磚禦燃 m 　 　 　 　 1，3「膚 「噂 「 　 　 　 　 　 2 ，2囀 膚 卩呷膊騨 騨 　 　 　 3，2騨 ，，轉
行 冒険遊び 縁石乗 り、石 垣の ぼ り 法 面下リ，縁石乗り，フェ ンス の ぼ り畦畔 遊び，水 路遊 び，水 管橋渡り、林 探険
道 ．．種惣∠麺 一．　 　 　 　 0 ．9鬯謄幽サ 彈 　 　 　 　 1，3陶　　膚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　啣　　ゆ　　　　魄 　 　 　 　 2 ．9・

ゲ
ー

ム 遊び カハン持ち，鬼ごっ こ，石 けり ジャンケン，鬼ごっ こ，石・缶けり

　　　　　　　　　　　　　 ，層
鬼 ごっ こ，追い か けっ こ ，縄 跳び

曩数／1km 1．9 で，5 蓐，5
注） 西 ；西 箕輪学区，高 ：高還北学区

種数ハ km ：1胴f 当 たりの 出現行勘種敗／区間 距離の 全翻査平 均値

　農道が通学路とし て利用 され て い るの は，西箕輪
学区の 大萱 の 全区間 ， 上戸 ・与地の

一
部区間，高遠

北学区 の 中村を除 い た全地区 の 路線約 8割の 区間で

ある 。 道路幅員は 4m 前後で ， 農耕車や地元集落の

自動車の 通過 の み で 交通量が 少ない 。さらに フ ェ ン

ス ・ガー
ドレー

ル などの 構造物に よる行動制限が な
い

。 こ の こ とか ら ， 児童の 路上全体を使 っ た遊び，
道路の 両側に関わる行動が見 られた。 周辺 土地利用

も農地・荒地・山林 ・河川など開放的なもの が多く ，

他の道路よ りも多種類の遊びが見られ た。畦畔だけ

で も ， 動植物を対象とした 自然遊び，法面登 り
・
下

りなどの冒険遊び，雪遊び，休憩など全体で 21 種

の行動が見 られた。ある地 区で は道路か ら外れ，用

水路 水路橋などの農業用構造物で の遊び ， 空き地・

河川 ・林地などで の 遊び も行われ ，調査を行 っ た全

期を通 して各地区平均 62 種 の 行動が見られた 。 さ

らに周囲に建設物がな い こ とか ら，児童か ら景観や
自然に関す る 自慢 も聞 かれた

。

　以上か ら児童に とっ て農道路線は ， 交通量が少な

く，内外に行動が広げられ る自曲度の 高い 路線で あ
っ た 。

V 　通学路と して利用 され る農道

1　 通学路 として の 農道

　児童の 活発な行動が見 られた農道は ， 学校や PT
A によ っ て ， どの よ うな理由で通学路 として選定さ

れて い る の か，各事例を検討 した
。

　 西箕輪学区 の 大萱地区は ， 伊那西部農業開発事業

に よ っ て 整備され た支線農道を通学路 として利用

して い る。以前は 国道を通学路 として 利用 して い た

が，交通量が多く歩道幅員が 狭 い た め，安全を考慮

して ， 国道沿い の集落の外縁に位置する農道を新し

く通学路 と して 選定 した 。

　高遠学区の藤沢 ・長藤地域で も，農道が整備され

る以前は，国道を通学路として利用 して い た 。 しか

し国道は交通量が多 く部分的に歩道が整備され て

い ない 区問が あるため ， 安全面を考慮 して ， 距離は

遠くなる もの の 新 しく整備 された農道を通学路 と

して 選定した 。

　さらに，児童の交通事故に対する補償制度の 関係

か ら ， 通学路に設定される農道は ，   市町村に移管
され

一
般市町村道として認定されて い るもの ，  舗

肇され た もの に限 られ て い る。

2　農道整備に ともな う通学路の 変更

　西箕輪学区 の 大萱地区では ， 以前か らあ っ た農道
と国道を連絡する道路の 舗装整備を契機に，高遠北

学区 で は農道整備を契機に して，幹線道か ら農道へ

と通学路線の 変更が行われ て い る。

　整備をきっ か けに通学路と して利用 され るよ う

に なっ た農道にっ い て ，高遠北学区 の 3 事例を示 し

た 。

  集落間連絡型の 農道

　幹線道に接 しない 隣接した集落を連絡する農道。
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・ 事例 「塩供一
野笹線」　（図 2 − a ）

　塩 供・野笹集落の 約 ＆5ha の 農地は ， 藤沢川で 分

断 され 通作に不便をきたして い た。 こ の ため藤沢川

に架橋 ， さらに農道を拡幅舗装し， 両集落の通 作条

件を改着するため の農道整備が行われた
。 塩供 ， 野

笹の 両集落は これによっ て 直接連絡で きるよ うに

な っ た
。 平成 9 年に実施 され ， 以前は歩道幅員が

0，7m と狭小で児童が 1人通 るの がや っ との 国道を

通学路 として い た野笹 ・板山の両地区 の 児童は ， 幅

員 4m の 農道 （1．9km ） を利用するよ うになっ た。

  農地縦貫型 の 農道

　水田団地な どを縦貫す る幹線農道。
・事例 「大沼田線亅　 （図 2− b）

　 こ の 農道は，北原集落 の 水 田約 4．7ha の 区画整理

によ っ て 整備 された 。 団地中央に位置するこ の農道

は，以前 まで 幅員 2m の 未舗装道路で あっ たが，幅

員 4m の 舗装道路に なっ た 。 平成 6年に実施 され，

以前は栗田集落内を通過する国道 （歩道な し）を利

用 して い た台殿・北原・荒町 地区の 児童が ， こ の農道

（O．7km ）を利用するよ うになっ た 。 国道か ら農道

へ の進入 口 は ，

一方が未舗装の ま まで，
一般車は進

入 しに くい
。 また舗装され た進入 口 に も ，

「通学路，

農耕車以外の 通行禁止 」 の 看板が立て られ ， 安金確

保が求め られて い る 。

  集落外縁連絡型の 農道

　集落外縁の農地に連絡する農道 。 集落中心部を通

過する幹線道の利用を避ける
一
般的な方法で ある。

西箕輪学区大萱の 路線もこれにあた る。

・ 事例 「川 西線，大之田線」　 （図 2− c ）

　 この 農道は ， 四 日市場集落の 集落外縁にある水田

約 2．7ha に連絡す る道 として ， 幅員 4〜5m の 舗装

道路が整備 された。整備以前は幅員 2m に満たない

未舗装道路で あっ た。平成 9年に実施 され，  「大

沼田線」の 事例と同じ地区の 児童の通学路が，国道

（歩道な し）か ら農道 （O．5km ）に変更された。

　以上 の整備 は ， 農家の 通作・耕作条件の 改善を第
一

の 目的としたもの で，計画段階では通学路として

の利用 に特に配慮した点は な く， 整備の結果 ， 副産

物的に利用 されるよ うになっ た。これらの 農道は整

備後一一般町道に認定され ， 現在は町 が管理 して い る。

　こ の よ うに ， 不連続な農道などを一部整備連絡 し

た り，未舗装道路の 舗装整備が行われ た後，
一般市

町村道に移管され ， 農道が通学路 と して利用 され る

ようにな っ た e

図 2 通学路変更の 事例　凡 例 …………・ 未舗装道

Vエ お わ りに

舗装道

→　→　噂　逓学路線

1　 ま とめ

　対象地 の 通学路は ， 連なる集落を連絡する国県道，

離れて位置する集落を連絡する幹線市道，一般市町

村道 として の農道に分け られ，農道は交通量の 多い

幹線道を避ける の に有効な通学路線 となっ て い た 。

こ の 農道で は多様な遊びが見 られ ， 児童 に とっ て魅

力の 多い 道路で ある こ とが明 らか となっ た 。

　通学路 と して利用され る農道は ， 児童が 自然や農

業に直にふれ経験をつ む場所 ともなっ て い る 。 また

児童が身近 な道路を利用す る こ とで周辺農家や地

域住民に 心 の 張 りが生 まれ る との 声も多 く耳に し

た e
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2　今後の 課題

　通 学路と して の 農道に は 多くの 利点があ るが ， 今

回対象 とした 中山間地域で は，住居が少ない 区間で

の 治安の問題 ， 熊猿 ・猪な どの動物の 出現に対する

措置，流入する
一

般車両へ の 対策などが今後の 課題

となっ て い る。また
， 通学距離の 制約 ， 維持管理な

ど，通学路 として の農道利用の 実用性はさらなる検

討が必要で ある。

注 2 ）本文で述べ る道路構成は，以下の 表の よ うに まとめ て

あ る。

表4 道路の 構成
管 理 の 区 分 路線の 等級 機能

　本研究で は ， た くさん の 児童の 皆さん ， 学校関係

者 の 方 々 に ご理解とご協力をい ただい た 。 さらに関

係市町村の 役場の方 々 ，地域農家の 方 々 に も快くご

協力を い ただい た 。 心 よ り感謝の 意を表 します 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔注〕

減 1 ）伊那 西部農業開 発事業 とは，対 象地 を含む 5市町村

で お こ な われ た 国営瀧漑排水事 業 ， 県 営畑地 帯総合土地 改良

事業，広域営農団地 農道整備事業の 3 事業の 総 称で あ る。
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